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氷川町の健康をサポート
介護予防サポーター

［大地の恵み歴史の香り氷川町］
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 4　10 年の歩みを未来へ向けて　　　　　　　　　　
氷川町誕生 10 周年記念式典

 6　第 10 回　氷川町梨マラソン大会

 7　秋山幸二ギャラリーオープン

 8　氷川町の財政事情を公表します　　　　　　　　　
～平成 26 年度決算と平成 27 年度上半期の状況～

10　宮原三神宮秋季例祭

11　第 10 回　町民体育祭秋季大会

12　まちのトピックス！
氷川産みかん初選果／秋の交通安全運動出発式／
十五夜お月さん演奏会／敬老会／梨（新高）果実品
評会／氷川中学校チャレンジショップ／県中体連陸
上大会選手激励会／竜北東小でオーケストラ演奏会

14　すくーるらいふ（宮原小）

16　11月カレンダー
行事予定表／休日在宅医／まちへのホットライン／
休日救急歯科医療

18　けんこうだより

19　こころの健康コーナー／認知症キャラバンメイトだより

20　大空町 東藻琴高校が氷川町で農業研修／命を守る 
火災に対する備え

21　ダイヤモンド婚・金婚表彰

22　立神峡だより

23　有佐駅前団地入居者募集 !! ／下水道工事に伴う交通
規制について

24　ひかわスポーツクラブたより !!

25　町民文芸

26　くらしの情報

30　伝言板

31　ひとのうごき

32　ひかわっ子写真館／マイナンバー（個人番号）通知
カードをお届けします／編集後記

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

い
つ
ま
で
も
健
康
な
体
で

　

氷
川
町
で
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
頑
張
っ
て
い
る
団
体

を
募
集
し
ま
す
。自
薦･

他
薦
は
問
い
ま
せ

ん
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課 

行
政
係　

☎
52
・
７
１
１
１

ひ
か
わColors

を
募
集
し
ま
す

Color
19

▲笑顔も健康維持の秘訣

▲マシントレーニングを支援

ひかわColors
氷川町で頑張っている、町を彩る皆さんをご紹介します

　

急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
社
会
の
中
で
、

介
護
が
必
要
な
人
は
増
加
し
て
お
り
、
介
護

保
険
制
度
を
運
営
す
る
た
め
の
費
用
は
増
大

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
で
き
る
だ

け
介
護
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
に
す
る
「
介

護
予
防
」
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

氷
川
町
で
は
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
体

操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
機
械
を
使
っ
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
で
、
健
康
な
体
を
維
持
す

る
介
護
予
防
教
室
を
行
っ
て
お
り
、
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
支
援
者
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
９
日
の
介
護
予
防
教
室
で
は
、
約
20

人
の
利
用
者
が
参
加
し
、
体
の
部
位
ご
と
に

鍛
え
る
体
操
な
ど
を
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
と
共
に
行
い
、
利
用
者
、
サ
ポ
ー

タ
ー
共
に
楽
し
そ
う
に
体
を
動
か
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

現
在
、
約
40
人
が
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕

事
な
ど
の
傍
ら
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
岡
本
義
晴
さ
ん

（
高
野
道
）
に
話
を
伺
う
と
「
体
操
な
ど
を

行
う
だ
け
で
な
く
、
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
で
触

れ
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
予
防
教
室
だ
け

で
な
く
、
自
宅
で
も
続
け
て
も
ら
っ
て
、
い
つ

ま
で
も
健
康
を
維
持
し
て
ほ
し
い
。
サ
ポ
ー

タ
ー
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
興
味
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

も く じ
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「
お
か
え
り
な
さ
い
」が
聞
こ
え
る
町

子
ど
も
た
ち
が
郷
土
に
誇
り
を
持
て
る
町
へ

　

10
月
10
日
、
竜
北
体
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、氷
川
町
誕
生
10
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、小
野

県
副
知
事
を
は
じ
め
、国
会
議
員
、

県
議
会
議
員
、町
内
各
種
団
体
代

表
者
な
ど
約
３
０
０
人
の
出
席
が

あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
が
け
、氷
川
町
誕
生

か
ら
の
10
年
間
を
ま
と
め
た
メ
モ

リ
ア
ル
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
、氷
川

町
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、氷
川
町
誕
生
と
町

勢
進
展
の
功
績
者
に
対
す
る「
氷

川
町
誕
生
10
周
年
記
念
表
彰
」と

氷
川
町
の
町
勢
進
展
に
功
績
の

あ
っ
た
公
職
者
に
対
す
る「
氷
川
町

自
治
功
労
者
表
彰
」が
行
わ
れ
た

他
、来
年
３
月
に
誕
生
10
周
年
を

迎
え
る
友
好
町
大
空
町
の
町
勢
発

展
と
交
流
の
継
続
を
願
い
、記
念
品

の
交
換
と
し
て
、氷
川
町
か
ら
は

大
空
町
の
町
章
を
か
た
ど
っ
た
、い

草
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、大
空
町
か
ら

は
氷
川
町
の
町
花
、町
鳥
を
か
た

ど
っ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
そ
れ
ぞ

れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
本
町
長
は「
平
成
の
大
合
併

と
称
さ
れ
た
さ
な
か
、氷
川
町
は

誕
生
し
ま
し
た
。地
方
創
生
の
た

め
に
地
方
が
知
恵
を
出
し
て
、地

方
の
特
性
を
生
か
し
た
施
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。人
口
減
少
に
よ

る
地
方
の
小
規
模
自
治
体
が
消
滅

す
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
捉
え
、地
域

の
資
源
を
磨
き
上
げ
、特
性
を
生

か
し
た
社
会
を
目
指
し
て
、誰
も

が
笑
顔
で
、”お
か
え
り
な
さ
い
“の

声
が
聞
こ
え
る
町
、さ
ら
に
こ
れ
か

ら
の
氷
川
町
を
担
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
が
郷
土
に
誇
り
を
持
っ
て
、

心
豊
か
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
持
続
可
能
な
町
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、式
典
終
了
後
は
、元
独
立

行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）鹿
児
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
所
長
と
し
て
、ロ
ケ
ッ
ト
打
ち

上
げ
に
長
年
携
わ
ら
れ
た
、園
田

昭
眞
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
が
行

わ
れ
、夢
あ
ふ
れ
る
講
演
で
、誕
生

10
周
年
の
節
目
に
華
を
添
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

10年の歩みを未来へ向けて

氷川町誕生１０周年記念式典

氷
川
町
誕
生
10
周
年
記
念
表
彰 

被
表
彰
者

氷
川
町
自
治
功
労
者
表
彰

　

合
併
協
議
会
委
員

　
　
　

笠
原　

良
一

　
　
　

黒
木　

隆

　
　
　

米
村　

洋

　
　
　

永
田　

義
昭

　
　
　

古
閑　

景
子

　
　
　

宮
﨑　

昭
紀

　
　
　

苅
萱　

健
次

　
　
　

四
宮　

和
明

（
故
）
西
村　

ル
リ
子

　
　
　

黒
田　

亰
子

　
　
　

一
森　

勝
行

（
故
）
梅
田　

信
雄

　
　
　

野
田　

惠
美
子

　
　
　

田
河　

昭

　
　
　

磯
田　

正

　
　
　

橋
本　

淳
一

　

町
議
会
議
員
（
合
併
前
）

　
　
　

尾
﨑　

末
満

　
　
　

本
田　

慶
子

　
　
　

起
田　

猛

　
　
　

福
嶋　

光
義

　
　
　

田
河　

和
紀

（
故
）
松
田　

忠
一

　
　
　

永
田　

富
弘

　
　
　

中
山　

勝

（
故
）
村
崎　

壽
重
隆

　
　
　

梅
田　

泰
博

　
　
　

八
端　

政
昭

　
町
議
会
議
員
（
合
併
前
・
後
）

（
故
）
田
口　

武
敏

（
故
）
有
田　

芳
人

　
　
　

宮
本　

清
明

　
　
　

黒
田　

則
義

　
　
　

坂
本　

悦
男

　
　
　

田
中　

壽
男

（
故
）
永
松　

榮

　
　
　

小
田　

忠
孝

　
　
　

吉
川　

義
雄

　
　
　

田
中　

照
男

　
　
　

上
田　

健
一

　
　
　

片
山　

裕
治

　
　
　

中
園　

庸
子

　
　
　

（
民
生
児
童
委
員
）

　
　
　

田
口　

多
賀
子

　
　
　

（
民
生
児
童
委
員
）

　
　
　

本
田　

智
恵
子

　
　
　

（
農
業
委
員
会
委
員
）

　
　
　

前
田　

博
文

　
　
　

（
消
防
団
副
団
長
）

　

※
順
不
同
・
敬
称
略

　

町
議
会
議
員
（
合
併
後
）

　
　
　

松
田　

達
之

　
　
　

三
浦　

賢
治

　
　
　

上
田　

俊
孝

　
　
　

長
尾　

憲
二
郎

　
　
　

清
田　

一
敏

　
　
　

河
口　

涼
一

　
前
町
長

　
　
　

浜
田　

洋

　
前
副
町
長

（
故
）
平
岡　

啓
輔

　
前
収
入
役

　
　
　

岩
村　

昭
二

　
前
教
育
長

　
　
　

廣
瀬　

亀

　
前
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

　
監
督

　
町
民
栄
誉
賞 

第
１
号

　
　
　

秋
山　

幸
二

氷
川
町
自
治
功
労
者
表
彰

氷
川
町
誕
生
10
周
年
記
念
表
彰

① 式辞を述べる藤本町長　
② 友好町大空町との記念品交換　
③ メモリアルビデオ上映　
④ 記念講演をされた園田さん　
⑤ 誕生10周年を祝って花火打ち上げ

13

24

5
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９
月
23
日
、竜
北
公
園
を
ス
タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル
と
す
る
第
10
回
氷

川
町
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、県
内
外
か
ら
過
去
最
多
と
な
る
、

１
９
２
４
人
の
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
者
た
ち
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ず
ら
り
と
並
ん
だ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、号
砲
と
と
も
に
一
斉
に
ス

タ
ー
ト
。町
内
の
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
を
通
る
３
つ
の
コ
ー
ス
を
、沿
道

か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、爽
や
か
に
駆
け
抜
け
、趣
向
を
凝
ら
し

た
衣
装
で
着
飾
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
が
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、コ
ー
ス
中
の
給
水
所
で
は
ラ
ン
ナ
ー
に
吉
野
梨
が
振
る
舞
わ

れ
、氷
川
町
の
秋
の
景
色
と
味
覚
を
満
喫
す
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
、氷
川
町（
旧
宮
原
町
）出
身
で
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
前
監
督
の
秋
山
幸
二
さ
ん
ゆ
か
り
の
品
を
展
示
す
る「
秋
山
幸

二
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」が
ま
ち
づ
く
り
情
報
銀
行
内
に
完
成
し
、八
火
図
書

館
に
お
い
て
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、プ
ロ
野
球
選
手
、監
督
と
し
て
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
た

秋
山
さ
ん
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

式
に
は
秋
山
さ
ん
や
蒲
島
県
知
事
ら
関
係
者
約
１
７
０
人
が
出

席
。秋
山
さ
ん
は「
町
の
自
然
が
自
分
の
体
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
。こ
の

よ
う
に
飾
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。多
く
の
人
に
来
て
ほ
し

い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
山
幸
二
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
郷
土
の
星
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、氷
川

町
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
10
回
氷
川
町
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

秋
山
幸
二
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ン

氷
川
町
の
秋
を
満
喫 

ラ
ン
ナ
ー 

１
９
２
４
人
が
疾
走

郷
土
の
星
の
偉
業
を
後
世
へ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●   入賞者一覧（敬称略） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

▲一斉にスタート！▲秋山さんら関係者によるテープカット

▲吉野梨販売ブースも盛況▲あいさつする秋山さん

▲「がんばって」と沿道からの声援▲ギャラリーを見学する秋山さん

▲給水所では吉野梨のおもてなし▲町内の小学生も一緒に祝いました

▲見事に完走▲小学生たちにお披露目 ▲さまざまな姿で大会を盛り上げてくれました

１０㎞　３９歳以下男子

男　

子

1 位 島村　洸史（宇城市）

2 位 田本　一了（八代市）

3 位 山元　城二（鹿児島県）

１０㎞　女子

女　

子

1 位 大迫　若菜（宮崎県）

2 位 一村多美代（相良村）

3 位 松本恵美子（熊本市）

１０㎞　４０歳～５９歳男子

男　

子

1 位 田尻　貴之（宇城市）

2 位 関島　　桂（福岡県）

3 位 水田　和宏（兵庫県）

５㎞

男　

子

1 位 吉留　達郎（鹿児島県）

2 位 田上　朋史（水俣市）

3 位 岩川　智也（あさぎり町）

女　

子

1 位 上原　典霞（熊本市）

2 位 山賀　　操（福岡県）

3 位 下田　瑞希（熊本市）

３㎞

男　

子

1 位 木下　功史（氷川町）

2 位 光永　大記（氷川町）

3 位 大嶋　　力（八代市）

女　

子

1 位 亀井　風花（南阿蘇村）

2 位 松永　琴乃（熊本市）

3 位 金子　　櫻（熊本市）

１０㎞　６０歳以上男子

男　

子

1 位 続　　純次（熊本市）

2 位 髙濱　靖雄（合志市）

3 位 佐藤善次郎（宮崎県）

施 設 紹 介

秋山幸二ギャラリー
所 在 地：氷川町宮原栄久 35 番地 1
開館時間：10 時～ 18 時（入館無料）
休 館 日：月曜・祝日・年末年始

（12 月 29 日～ 1 月 3 日）
【お問い合わせ先】
宮原振興局 総務振興課　☎ 62・2311

▲ユニフォーム展示

▲記念バット

▲シアタールーム

▲ゴールデングラブ
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氷川町の財政事情を公表します
～平成26年度決算と平成27年度上半期の状況～
　平成26年度決算の状況および平成27年度上半期の執行状況の概要をご紹介します。
　皆さんから納めていただいた税金などのお金がどのように使われているのでしょうか。

　歳入決算額は、前年に比べお
よそ4億8,734万円の増額になっ
ています。歳入のうち町税や繰
越金、手数料、基金繰入金など町
が自主的に収入できる財源（自
主財源）の合計は、18億1,354万
円。地方交付税や国・県からの補
助金、特定の事業に充てることが
できる町債（借金）など、国・県に
より定められたり、割り当てられ
たりする収入（依存財源）の合計
は、59億7,961万6千円となって
いて、歳入の8割近くが国の動向
に左右される依存財源に頼らざ
るを得ない財政状況です。

　平成27年度当初予算については、5月号で紹介しましたが、9月末の時点で、土木費や消防費など3億2,786万3千円の補正を
行っています。
　主な内容としましては、氷川町誕生10周年記念式典事業費、地区要望などに伴う町道維持修繕・道路改良費、八代広域行政事
務組合消防本部の氷川分署用地購入に係る負担金、防災備蓄用品購入費、台風15号災害関連事業費などです。

歳 入

町民の税負担状況

平成27年度  上半期における予算執行状況 ～9月までの補正予算の概要～平成27年度  上半期における予算執行状況 ～9月までの補正予算の概要～

町　　　民　　　税
固　定　資　産　税
そ　の　他　の　税
合　　　　　計

調定済額
（過年度分除く）税　　　　目

平成27年9月30日現在

（人口：12,502人）

376,693千円
413,786千円
78,123千円
868,602千円

町民一人
当たりの負担額

30,131円
33,097円
6,249円
69,477円

詳しい資料につきましては、企画財政課にありますの
で閲覧を希望される人はお申し出ください。

お問い合わせ先
氷川町役場 企画財政課 財政係  ☎52-5850

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．
10．
11．
12．
13．
14．
15．
16．
17．
18．
19．
20．

886,653
75,000
2,000
500
100

96,000
10,000
3,000

2,720,000
1,750
79,326
88,925
577,160
622,016
5,669
200

509,732
232,515
14,563
627,948
6,553,057

483,812
20,248
650
1,512

0
122,988
2,828
3,240

2,058,016
902

24,435
41,845
168,097
51,290
3,478
180

73,895
240,214
5,368

0
3,302,998

13.5
1.1
0.0
0.0
0.0
1.5
0.2
0.1
41.5
0.0
1.2
1.4
8.8
9.5
0.1
0.0
7.8
3.5
0.2
9.6

100.0

54.6 
27.0 
32.5 
302.4 
0.0 

128.1 
28.3 
108.0 
75.7 
51.5 
30.8 
47.1 
29.1 
8.2 
61.4 
90.0 
14.5 
103.3 
36.9 
0.0 
50.4 

町 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債

款
区分 予 算 現 額（A）

金　額 構成比％
収入済額
（B）

収入率％
（B）／（A）

（単位：千円）

※その他1万6千円は端数処理の関係でグラフ上では表示されません。

（現年度分）
◆歳　入 ◆歳　出

歳　　　入　　　合　　　計

１．
２．
３．
４．

118,297
7,272
47,198
228,200
400,967

61,484
4,732
47,198

0
113,414

29.5
1.8
11.8
56.9
100.0

52.0
65.1
100.0
0.0
28.3

国 庫 支 出 金
県 支 出 金
繰 越 金
町 債

款
区分 予 算 現 額（A）

金　額 構成比％
収入済額
（B）

収入率％
（B）／（A）

（繰越明許分）

平成27年9月30日現在

平成27年9月30日現在

平成27年3月31日現在

歳　　　入　　　合　　　計

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．
10．
11．
12．

77,007
1,313,023
1,365,272
1,054,385
440,335
70,454
676,791
419,702
487,187

19
645,882
3,000

6,553,057

42,000
533,400
469,340
315,942
57,151
32,007
224,499
237,934
218,294

14
301,288

0
2,431,869

1.2
20.0
20.8
16.1
6.7
1.1
10.3
6.4
7.4
0.0
9.9
0.1

100.0

54.5
40.6
34.4
30.0
13.0
45.4
33.2
56.7
44.8
73.7
46.6
0.0
37.1

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費

款
区分 予 算 現 額（A）

金　額 構成比％
支出済額
（B）

執行率％
（B）／（A）

（単位：千円）（現年度分）

歳　　　出　　　合　　　計

１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．

15,375
1,222
26,606
37,000
245,315
64,130
11,319
400,967

6,218
0

4,732
37,000
90,603

0
0

138,553

3.8
0.3
6.7
9.2
61.2
16.0
2.8

100.0

40.4
0.0
17.8
100.0
36.9
0.0
0.0
34.6

総 務 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費

款
区分 予 算 現 額（A）

金　額 構成比％
支出済額
（B）

執行率％
（B）／（A）

（繰越明許分）

歳　　　出　　　合　　　計

　歳出決算額は、前年度に比べおよそ4億
5,926万円の増額になっています。歳出費目で、
前年度より伸びているものは、学校教育や社会
教育事業に使われた教育費（前年度比8億
4,652万円増）、社会福祉や児童福祉事業など
に関する民生費（同3,740万円増）、防災や消防
事業に使われた消防費（同2,593万円増）があり
ます。教育費の大きな伸びは、竜北西部小・竜北
中学校校舎耐震改修・大規模改造事業と八火図
書館建設事業を実施したことが主な要因です。

歳 出

基　　金
　基金とは、不測の事態への対応や特定の目的のために積み立てられ
た町の預金であり、〔表2〕のように一般会計と特別会計を併せて11種
類の基金があります。26年度は、八火図書館建設事業の財源として、図
書館建設基金を全額充てました。
【表2】

基 金 の 名 前 現在高
2,361,957
738,991
50,905
20,390
43,170
2,487

財 政 調 整 基 金
合 併 振 興 基 金
減 債 基 金
地 域 福 祉 基 金
竜北物産館運営基金
ふるさと氷川応援基金

基 金 の 名 前 現在高
11,435

0
111,791
44,276
79,585

ふるさと振興基金
図 書 館 建 設 基 金
土 地 開 発 基 金
国民健康保険基金
介護給付費準備基金

（単位：千円）

町有財産の状況

土　　　地
建　　　物

杉
桧

自 動 車 な ど
出資金・有価証券
貸 付 金 な ど

区　　　　分

平成27年3月31日現在

数　　　　量

571,443.13㎡
60,376.07㎡

3,729本
3,727本
65台

55,511千円
15,677千円

そ  

の  

他

一般会計と特別会計
　会計の種類には、一般会計と特別会計があり、一般会計
が町の基本的な経費が中心となっているのに対し、特別会
計は特定の事業に対して特定の歳入を充てるもので、〔表
1〕のように5種類の会計があります。

会計の種類
国民健康保険
介  護  保  険
下水道事業
宅地開発事業
後期高齢者医療

歳　入
2,178,837
1,412,397
719,013
9,516

149,779

2,048,403
1,314,694
696,091
9,407

149,193

130,434
97,704
22,922
109
585

歳　出 差　引
（単位：千円）【表１】

（注）表示単位未満四捨五入の関係で、差引が一致しない箇所があります。

歳出
72億4,574万4千円

教育費
14億486万9千円
（19.4%）

教育費
14億486万9千円
（19.4%）

民生費
13億2,850万5千円
（18.3%）

民生費
13億2,850万5千円
（18.3%）

総務費
12億2,488万4千円
（16.9%）

総務費
12億2,488万4千円
（16.9%）

土木費
9億7,348万円
（13.4%）

土木費
9億7,348万円
（13.4%）

衛生費
8億2,880万2千円
（11.4%）

衛生費
8億2,880万2千円
（11.4%）

公債費
5億4,122万3千円
（7.5%）

公債費
5億4,122万3千円
（7.5%）

農林水産業費
4億6,278万円1千円

（6.4%）

農林水産業費
4億6,278万円1千円

（6.4%）

消防費
3億3,464万9千円

（4.6%）

消防費
3億3,464万9千円

（4.6%）

商工費 7,788万5千円（1.1%）商工費 7,788万5千円（1.1%）

議会費 6,865万円（1.0%）議会費 6,865万円（1.0%）

県支出金
5億4,344万3千円

（7.0%）

県支出金
5億4,344万3千円

（7.0%）

歳入
77億9,315万6千円

自主財源
（23.3％）
自主財源
（23.3％）

依存財源
（76.7％）
依存財源
（76.7％）

町税
9億1,867万8千円
（11.8%）

町税
9億1,867万8千円
（11.8%）

繰越金
4億1,933万1千円（5.4%）
繰越金
4億1,933万1千円（5.4%）

使用料および手数料
9,269万2千円（1.2%）
使用料および手数料
9,269万2千円（1.2%）

その他
6,617万7千円
（0.8%）

その他
6,617万7千円
（0.8%）

分担金および負担金
8,363万6千円
（1.1%）

分担金および負担金
8,363万6千円
（1.1%）

繰入金
2億3,302万6千円
（3.0%）

繰入金
2億3,302万6千円
（3.0%）

地方交付税
28億8,449万9千円（37.0%）

地方交付税
28億8,449万9千円（37.0%）

国庫支出金
11億2,485万5千円

（14.4%）

国庫支出金
11億2,485万5千円

（14.4%）

町債
12億1,822万8千円

（15.6%）

町債
12億1,822万8千円

（15.6%）

地方消費税交付金
1億1,881万6千円（1.5%）

地方消費税交付金
1億1,881万6千円（1.5%）

地方譲与税
6,629万3千円（0.9%）

地方譲与税
6,629万3千円（0.9%）

その他
2,348万2千円（0.3％）
その他
2,348万2千円（0.3％）

平成26年度  決算平成26年度  決算
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10
月
４
日
、竜
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、町
民
体
育
祭
秋
季
大
会

が
行
わ
れ
、36
地
区
館
・
１
７
９
６
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
氷
川
町
誕
生
10
周
年
を
記
念
し
、大
縄
飛
び「
み
ん
な

で
ジ
ャ
ン
プ
」な
ど
の
新
種
目
や
10
位
・
20
位
・
30
位
の
特
別
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
や
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
、白
熱
し
た
勝
負
と
な
り
、最
終

競
技
の
地
区
対
抗
リ
レ
ー
で
は
各
地
区
館
の
テ
ン
ト
か
ら
、こ
の
日

一
番
の
熱
い
声
援
が
飛
ぶ
な
ど
、各
地
区
館
と
も
一
体
と
な
っ
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

第
10
回
町
民
体
育
祭
秋
季
大
会

36
地
区
館
が
熱
戦
繰
り
広
げ
る

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●   成 績 発 表  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

総 合 成 績
優　勝 有　佐
準優勝 新　田
３　位 北鹿野
１０位 鹿　島
２０位 原　田
３０位 沖　塘

地 区 支 部 対 抗 リ レ ー
町長杯 有　佐
議長杯 本　山

教育長杯 東網道
体育協会長杯 高野道

陸上競技協会長杯 新　村
スポーツ推進委員会長杯 西野津

秋 季 大 会
優　勝 南鹿野
準優勝 若　洲
３　位 有　佐
１０位 高塚・法道寺・栫・早尾・新村
２０位 西上宮
３０位 吉　本
躍進賞 北　川

総合優勝　有佐地区館秋季大会優勝　南鹿野地区館

　

10
月
13
日
、宮
原
三
神
宮
秋
季
例
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
祭
り
は

五
穀
豊
穣
を
氏
神
様
に
感
謝
す
る
祭
り
で
、応
保
元（
１
１
６
１
）年
に

始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
古
い
歴
史
を
持
つ
祭
り
で
す
。

　

宮
原
三
神
宮
に
お
い
て
、神
事
が
行
わ
れ
、獅
子
舞
、神
馬
な
ど
の
奉

納
の
後
に
、神
幸
行
列
が
川
原
大
神
宮
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

獅
子
を
先
頭
に
、50
年
会（
秋
山
貴
宏
会
長
）が
奉
納
し
た
神
馬
に
続

き
、神
輿（
み
こ
し
）、祭
員
、甲
冑
武
者
、奴
、子
ど
も
神
輿
、飾
馬
、ド
ラ
、

亀
と
進
行
し
、沿
道
に
は
多
く
の
人
が
見
物
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

宮
原
三
神
宮
秋
季
例
祭

受
け
継
が
れ
る
歴
史　

伝
統
の
秋
季
例
祭

▲勇壮な神馬の馬追い

▲原田の亀

▲奴

▲川原大神宮に向けて出発する神幸行列

▲ドラ

▲獅子舞

▲氷川中生徒による飾馬（ポニー）奉納

▲甲冑武者

▲子ども神輿
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氷
川
産
み
か
ん
初
選
果

秋
の
交
通
安
全
運
動
出
発
式

十
五
夜
お
月
さ
ん
演
奏
会

敬
老
会

出
来
栄
え
良
好

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

月
夜
に
歌
声
響
く

健
康
生
き
生
き
長
寿
を
祝
福

　

９
月
17
日
、宮
原
選
果
場
に
お
い
て
、み

か
ん
の
初
選
果
が
行
わ
れ
、極
早
生
品
種
の

「
肥
の
あ
か
り
」約
４
千
㌔
が
生
産
者
よ
り

持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

持
ち
込
ま
れ
た
み
か
ん
は
、一
つ
一
つ
丁

寧
に
選
果
さ
れ
、全
国
に
向
け
て
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。今
後
は
、日
南
、豊
福
、肥
の
あ
け

ぼ
の
と
続
き
、12
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
出
荷
が

続
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
氷
川
柑
橘
部
会
の
古
閑

浩
治
部
長（
中
大
野
）は「
今
年
は
、長
雨
で

苦
労
し
た
年
だ
っ
た
が
、天
候
の
回
復
と
生

産
者
の
努
力
で
例
年
以
上
の
内
容
に
仕
上

が
っ
て
い
る
。良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
、氷
川
警
察
署
に
お
い
て
、秋

の
交
通
安
全
運
動
に
伴
う
出
発
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、交
通
安
全
運
転
功
労
者

表
彰
や
交
通
安
全
宣
言
が
行
わ
れ
た
他
、

宮
原
慈
光
保
育
園
園
児
が
元
気
な
太
鼓
演

奏
を
披
露
。サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
く

ま
モ
ン
も
来
場
し
、会
場
は
大
き
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、道
の
駅「
竜
北
」前
の
路

上
に
お
い
て
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、交
通

安
全
協
会
、交
通
指
導
員
、交
通
安
全
母
の

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
と

し
て
、「
事
故
な
し
」に
か
け
た
吉
野
梨
や

グ
ッ
ズ
の
配
布
も
行
わ
れ
、交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
、氷
川
町
公
民
館
に
お
い
て
、

恒
例
の
十
五
夜
お
月
さ
ん
演
奏
会（
氷
川

町
文
化
協
会
主
催
）が
行
わ
れ
、１
５
０
人

を
超
す
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、童
謡
な
ど
日
本
の
歌
を
中
心
に

コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
さ
れ
て
い
る
沖
吉
け

い
子
さ
ん
が
来
場
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は「
雨
降
り
お
月
さ
ん
」

な
ど
の
十
五
夜
に
ち
な
ん
だ
歌
や「
犬
の
お

ま
わ
り
さ
ん
」な
ど
の
懐
か
し
い
童
謡
や
唱

歌
を
披
露
さ
れ
、一
緒
に
口
ず
さ
む
人
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、演
奏
会
の
最
後
に
は
来
場
者
と
共

に「
ふ
る
さ
と
」の
合
唱
が
行
わ
れ
、会
場
は

優
し
い
歌
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
、氷
川
町
公
民
館
お
よ
び
竜

北
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、敬
老
会
が
開

催
さ
れ
、２
会
場
で
約
６
０
０
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、小
学
生
に
よ
る
敬
老
作
文

発
表
が
行
わ
れ
た
後
、参
加
者
を
代
表
し

て
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
小
野
一
成
会

長（
西
上
宮
）が「
戦
後
70
年
と
な
る
今
日
、

平
和
で
豊
か
な
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
の
は
、地
域
の
温
か
い
心
と
援
助
が
あ

れ
ば
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。自
己
管
理

を
大
切
に
日
々
暮
ら
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、式
典
終
了
後
に
は
、保
育
園
な
ど

各
種
団
体
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

▲主に関東方面へ出荷

▲出発式を彩った太鼓演奏

▲優しい歌声が響きました

▲心温まる作文を発表

梨（
新
高
）果
実
品
評
会

氷
川
中
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョッ
プ

県
中
体
連
陸
上
大
会
選
手
激
励
会

竜
北
東
小
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

高
糖
度
で
色・形
も
良
し

氷
川
中
商
店
街
開
店

全
力
プ
レ
ー
を
期
待

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
来
た
よ

　

９
月
21
日
、氷
川
町
竜
北
物
産
館
に
お

い
て
、新
高
梨
果
実
品
評
会
が
行
わ
れ
、31

点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、台
風
15
号
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
あ
っ
た
た
め
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、出
品
さ
れ
た
梨
は
色
・
形
も
良
く
、

平
均
糖
度
が
13
・
５
度
と
例
年
よ
り
も
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
品
評
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

金　

賞　

木
野　

博
詞
さ
ん（
迫
）

　

銀　

賞　

三
石　

時
義
さ
ん（
中
大
野
）

　
　
　
　
　

古
閑　

俊
一
さ
ん（
中
大
野
）

　

銅　

賞　

稲
田　

敏
美
さ
ん（
迫
）

　
　
　
　
　

岩
本　

雄
一
さ
ん（
迫
）

　
　
　
　
　

永
田　

一
成
さ
ん（
中
大
野
）

　

10
月
１
・
２
日
、氷
川
町
公
民
館
に
お
い

て
、生
徒
が
模
擬
店
で
商
品
を
販
売
す
る
イ

ベ
ン
ト「
第
10
回
氷
川
中
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
18
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

総
合
学
習
の
一
環
で
あ
る
行
事
で
、地
域
の

商
店
や
住
民
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
こ
の
日
ま
で
に
、地
元
の
商

店
や
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
商
品
を
仕
入
れ
、

惣
菜
や
工
芸
品
、花
な
ど
を
６
店
舗
で
販

売
。来
場
者
に
試
食
を
呼
び
掛
け
た
り
、商

品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
元
気
に
接
客
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
、役
場
町
長
室
に
お
い
て
、熊

本
県
中
体
連
陸
上
競
技
大
会
に
出
場
す
る

竜
北
中
学
校
の
生
徒
に
対
す
る
激
励
会
が

行
わ
れ
、藤
本
町
長
か
ら
激
励
費
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
選
手
、大
会
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
木
村　

拳
士
く
ん
（
３
年
・
反
甫
）

　

１
０
０
メ
ー
ト
ル
（
代
表
）

・
有
田　

浩
平
く
ん
（
１
年
・
西
野
津
）

　

１
０
０
メ
ー
ト
ル
（
１
年
）

・
増
住　

ま
ど
か
さ
ん（
３
年
・
上
鹿
島
）

　

８
０
０
メ
ー
ト
ル
（
代
表
）

・
浜
田　

葵
さ
ん
（
１
年
・
立
石
）

　

１
０
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
（
代
表
）

　

10
月
６
日
、愛
知
県
に
本
拠
地
を
置
く

プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ「
中
部
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
」が
竜
北
東
小
学
校
を
訪

れ
、公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
文
化
庁
の
巡
回
公
演
事
業
で
、児

童
の
芸
術
観
賞
能
力
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

公
演
で
は「
聖
者
の
行
進
」に
合
わ
せ
た

楽
器
紹
介
や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の「
交
響

曲
第
４
番
第
４
楽
章
」な
ど
の
演
奏
を
披

露
。児
童
は
本
格
的
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏

の
迫
力
に
驚
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、児
童
参
加
に
よ
る
ボ
デ
ィ
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
に
の
せ

た
合
唱
も
行
わ
れ
、音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
に

触
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲台風にも負けず出来栄え良好

▲元気に商品をＰＲ

▲左から浜田葵さん、有田浩平くん、
 増住まどかさん、木村拳士くん

▲オーケストラと共に合唱



14広報ひかわ  2015.1115 広報ひかわ  2015.11

rh|.oe2
校訓である「健・根・信」の下、教育目標を「自ら考え、正しく判断し、
いきいきと学ぶ、意欲と実践力のある児童の育成」とし、根気強く夢に
向かって挑戦する児童を育成します。

いきいきとし夢をもつ子

粘り強くがんばる子

互いに信頼し思いやりのある子

7月11日　交通教室（自転車）

「人権の花」運動
10月1・2日　修学旅行（長崎・佐賀）

rh|.
  oe2

宮原小学校
目指す児童像

健

根

信

　交通指導員の皆さまの指導で、4月の交通教室（安全な歩行）に続いて自転車の安全な乗り方について学習しまし
た。また、日頃から下校時の見守りをしていただいている老人会の皆さまにもお出でいただき、児童から感謝の言葉
をお伝えしました。

　本年度、宮原小学校は人権啓発活動ネットワーク協議会の主催による「人権の花」運動に取り組んでいます。サルビ
アやマリーゴールドなどの「人権の花」の種を児童がまき、苗を育て、校内の花壇やプランターに植えました。
　草取りや水やりなど、愛情を込めて育てています。12月には種を採取して、メッセージとともに風船につけて飛ば
し、優しい思いやりの心を町外や県外へも広げるイベントを行う予定です。

　6年生が長崎と佐賀へ修学旅行に出かけました。1日目の長崎では原爆資料館などを見学し、平和集会で平和な社
会の実現に向けて思いを新たにしました。2日目は、長崎バイオパークで動物とのふれあいを楽しみました。また、吉
野ヶ里歴史公園を見学し、弥生時代の人々の生活に思いをはせることができました。

9月10・11日　水俣に学ぶ肥後っ子教室・集団宿泊教室
　5年生が水俣に学ぶ肥後っ子教室に出かけました。1日目は水俣病資料館などの見学と語り部の方の講話を聴きま
した。
　また、環境センターでは川や海を汚さない生活の仕方を学び、水質調査を行いました。夕方から2日目にかけては、
あしきた青少年の家で集団宿泊教室として、ウォークラリーやペーロン、海浜活動をがんばりました。

9月18日　平和集会
　平和の大切さを学ぶ平和集会を行いました。1・2年生は、作文発表やビデオ視聴を通して、3年生から6年生は講師
として山田敏秋さんをお招きし、紙芝居を通して長崎での被爆体験のお話を聞くことで、それぞれの学年なりに平和
について深く考えることができました。
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●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　宮城循環器内科
　　　内科系　☎46-0007

◆「道の駅」竜北ウォーキング2015
　10:00～ 竜北公園
●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　武内外科胃腸科医院
　　　外科系　☎52-7811
　　伊藤医院
　　　内科系　☎52-8091

◆資源ごみ分別収集
●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　黒田耳鼻咽喉科医院
　　　外科系　☎52-8787
　　ひかわ医院
　　　内科系　☎62-8139

氷川町役場氷川町役場

宮原振興局宮原振興局

社会福祉協議会社会福祉協議会

教育委員会教育委員会

まちへのホットライン

※休日在宅医院は先生方の都
　合により変更になる場合が
　あります。確認をお願いします。

八代郡医師会 ☎52－2233
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日曜日 Sun 月曜日 Mon 火曜日 Tue 水曜日 Wen 木曜日 Thu 金曜日 Fri 土曜日 Sat

社協

学

氷川町社会福祉協議会

竜北福祉センター

地域包括支援センター

52－5075

62－3313

商 62－2315

総振 62－2311

生 52－5860

給 52－6202

52－5121

52－5335

宮原福祉センター 62－3456

学校教育課

52－5851町民環境課

52－5850企画財政課

健

総

52－5852健康福祉課

税 52－5853税務課

52－5854農業振興課

52－5855農地整備課

建 52－5856建設下水道課  建設係

下 52－5862下水道係

出 52－5857出納室

議 52－5858議会事務局

52－5861農業委員会

商工観光課

ま 62－2317まちづくり推進係
総務振興課

町環

企財

農振

農整

農委

52－7111総務課

生涯学習課

学校給食共同調理場

◆健康づくり大会
　13:30～17:00 文化センター
●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　松村眼科医院
　　　外科系　☎52-0131
　　緒方内科医院
　　　内科系　☎62-2013

●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　よかと整形外科
　　リウマチクリニック
　　　外科系　☎46-8110
　　丸田医院
　　　内科系　☎46-0027

◎休日在宅医院
　　荒木皮ふ科医院
　　　外科系　☎52-8777
　　和田内科医院
　　　内科系　☎52-1860

「人権を確かめあう日」
◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
●休館日　竜北福祉センター

◆氷川町誕生10周年記念
　第11回氷川町文化祭
　9:00～17:00 
　氷川町公民館・宮原体育館
◎休日在宅医院
　　上村整形外科医院
　　　外科系　☎62-3377
　　名和小児クリニック
　　　内科系　☎52-7800

健

健

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
●休館日　竜北福祉センター

健

健

商

健

健

出

生

生

健 健

健

「氷川町交通安全の日」

「勤労感謝の日」

「文化の日」

休日救急歯科診療
～急な歯の痛みに～

日曜日、祝祭日に急な歯や歯肉
の痛み、事故などにおける外傷
の処置、そのほか、緊急時の歯
科治療を行います。
〈場所〉
八代歯科医師会口腔保健センター
八代市上野町折口3591‐14
〈診療時間〉10時～16時
　 ☎ ３１－８０２０

学
生

生◆文学散歩（山都町）
　8:30～ 八火図書館 出発

町環 ◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
●休館日　竜北福祉センター
◎休日在宅医院
　　福田外科・整形外科クリニック
　　　外科系　☎52-0840
　　前田内科医院
　　　内科系　☎52-1310

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
◆メンタルヘルス相談日（要予約）
　14:00～17:00 健康センター
◆社協心配ごと相談・法律相談（要予約）
　13:30～16:00 宮原福祉センター
●休館日　竜北福祉センター

◆5歳児健診（慈光保育園年中児）
　12:30～ 健康センター

◆就学時健康診断
　13:30～ 竜北西部小

◆5歳児健診（吉野保育園年中児）
　12:30～ 健康センター

◆おいしい減塩食教室（要予約）
　9:30～ 氷川町公民館

農委

農委

◆農地法申請締切

◆1歳6カ月児健診（H26.4～5月生）
　1歳児健診（H26.11月生）
　12:30～ 健康センター

◆氷川町誕生10周年記念
　第11回氷川町文化祭
　9:00～16:00 宮原体育館

◆男性の料理教室（要予約）
　9:30～ 氷川町公民館

◆もぐもぐ教室（H27.3～6月生）
　10:00～ 健康センター
◆集合税ほか納期日・口座振替日
◆農業委員会総会
　13:30～ 役場大会議室
◆ふれあい大学バスハイク（荒尾市）
　9:00～ 文化センター出発

小児救急電話相談
～お子さまが急病のとき～
夜間におけるお子さまの急な
発熱、嘔吐、下痢、腹痛などの応
急措置を相談できる窓口です。
経験豊かな看護師がアドバイス
します。
相談時間　毎日19時～24時
電話番号　☎♯８０００（ダイヤル
回線は使用不可）
☎ ０９６－３６４－９９９９

氷川町の火災・救急件数

熊本県内の交通事故件数・死傷者数

氷川町の火災・救急件数 （Ｈ27年１月からの累計）

（Ｈ27年１月からの累計）熊本県内の交通事故件数・死傷者数

9月30日現在

5,204
69
39

64
0
0

6,710
88
51

熊 本 県 下
氷川署管内
氷　川　町

氷川町 2 503
火　災 救　急

10月21日現在 件　数 死　者 傷　者

◆献血
　9:30～12:00 道の駅「竜北」
　13:40～16:00 宮原振興局

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
◆４カ月児健診（H27.7月生）
　7カ月児健診（H27.4月生）
　12:30～ 健康センター
◆健診結果説明会
　9:00～11:30 文化センター
●休館日　竜北福祉センター

健

◆ふれあい大学バスハイク（荒尾市）
　9:00～ 文化センター出発

生

問

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課

健

健

健

健健

健

社協

健

健

健

健

健

●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　宮城循環器内科
　　　内科系　☎46-0007

◆「道の駅」竜北ウォーキング2015
　10:00～ 竜北公園
●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　武内外科胃腸科医院
　　　外科系　☎52-7811
　　伊藤医院
　　　内科系　☎52-8091

◆資源ごみ分別収集
●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　黒田耳鼻咽喉科医院
　　　外科系　☎52-8787
　　ひかわ医院
　　　内科系　☎62-8139

氷川町役場氷川町役場

宮原振興局宮原振興局

社会福祉協議会社会福祉協議会

教育委員会教育委員会

まちへのホットライン

※休日在宅医院は先生方の都
　合により変更になる場合が
　あります。確認をお願いします。

八代郡医師会 ☎52－2233
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日曜日 Sun 月曜日 Mon 火曜日 Tue 水曜日 Wen 木曜日 Thu 金曜日 Fri 土曜日 Sat

社協

学

氷川町社会福祉協議会

竜北福祉センター

地域包括支援センター

52－5075

62－3313

商 62－2315

総振 62－2311

生 52－5860

給 52－6202

52－5121

52－5335

宮原福祉センター 62－3456

学校教育課

52－5851町民環境課

52－5850企画財政課

健

総

52－5852健康福祉課

税 52－5853税務課

52－5854農業振興課

52－5855農地整備課

建 52－5856建設下水道課  建設係

下 52－5862下水道係

出 52－5857出納室

議 52－5858議会事務局

52－5861農業委員会

商工観光課

ま 62－2317まちづくり推進係
総務振興課

町環

企財

農振

農整

農委

52－7111総務課

生涯学習課

学校給食共同調理場

◆健康づくり大会
　13:30～17:00 文化センター
●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　松村眼科医院
　　　外科系　☎52-0131
　　緒方内科医院
　　　内科系　☎62-2013

●休館日　宮原福祉センター
◎休日在宅医院
　　よかと整形外科
　　リウマチクリニック
　　　外科系　☎46-8110
　　丸田医院
　　　内科系　☎46-0027

◎休日在宅医院
　　荒木皮ふ科医院
　　　外科系　☎52-8777
　　和田内科医院
　　　内科系　☎52-1860

「人権を確かめあう日」
◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
●休館日　竜北福祉センター

◆氷川町誕生10周年記念
　第11回氷川町文化祭
　9:00～17:00 
　氷川町公民館・宮原体育館
◎休日在宅医院
　　上村整形外科医院
　　　外科系　☎62-3377
　　名和小児クリニック
　　　内科系　☎52-7800

健

健

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
●休館日　竜北福祉センター

健

健

商

健

健

出

生

生

健 健

健

「氷川町交通安全の日」

「勤労感謝の日」

「文化の日」

休日救急歯科診療
～急な歯の痛みに～

日曜日、祝祭日に急な歯や歯肉
の痛み、事故などにおける外傷
の処置、そのほか、緊急時の歯
科治療を行います。
〈場所〉
八代歯科医師会口腔保健センター
八代市上野町折口3591‐14
〈診療時間〉10時～16時
　 ☎ ３１－８０２０

学
生

生◆文学散歩（山都町）
　8:30～ 八火図書館 出発

町環 ◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
●休館日　竜北福祉センター
◎休日在宅医院
　　福田外科・整形外科クリニック
　　　外科系　☎52-0840
　　前田内科医院
　　　内科系　☎52-1310

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
◆メンタルヘルス相談日（要予約）
　14:00～17:00 健康センター
◆社協心配ごと相談・法律相談（要予約）
　13:30～16:00 宮原福祉センター
●休館日　竜北福祉センター

◆5歳児健診（慈光保育園年中児）
　12:30～ 健康センター

◆就学時健康診断
　13:30～ 竜北西部小

◆5歳児健診（吉野保育園年中児）
　12:30～ 健康センター

◆おいしい減塩食教室（要予約）
　9:30～ 氷川町公民館

農委

農委

◆農地法申請締切

◆1歳6カ月児健診（H26.4～5月生）
　1歳児健診（H26.11月生）
　12:30～ 健康センター

◆氷川町誕生10周年記念
　第11回氷川町文化祭
　9:00～16:00 宮原体育館

◆男性の料理教室（要予約）
　9:30～ 氷川町公民館

◆もぐもぐ教室（H27.3～6月生）
　10:00～ 健康センター
◆集合税ほか納期日・口座振替日
◆農業委員会総会
　13:30～ 役場大会議室
◆ふれあい大学バスハイク（荒尾市）
　9:00～ 文化センター出発

小児救急電話相談
～お子さまが急病のとき～
夜間におけるお子さまの急な
発熱、嘔吐、下痢、腹痛などの応
急措置を相談できる窓口です。
経験豊かな看護師がアドバイス
します。
相談時間　毎日19時～24時
電話番号　☎♯８０００（ダイヤル
回線は使用不可）
☎ ０９６－３６４－９９９９

氷川町の火災・救急件数

熊本県内の交通事故件数・死傷者数

氷川町の火災・救急件数 （Ｈ27年１月からの累計）

（Ｈ27年１月からの累計）熊本県内の交通事故件数・死傷者数

9月30日現在

5,204
69
39

64
0
0

6,710
88
51

熊 本 県 下
氷川署管内
氷　川　町

氷川町 2 503
火　災 救　急

10月21日現在 件　数 死　者 傷　者

◆献血
　9:30～12:00 道の駅「竜北」
　13:40～16:00 宮原振興局

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課
◆健康相談日
　8:30～12:00 健康センター
◆４カ月児健診（H27.7月生）
　7カ月児健診（H27.4月生）
　12:30～ 健康センター
◆健診結果説明会
　9:00～11:30 文化センター
●休館日　竜北福祉センター

健

◆ふれあい大学バスハイク（荒尾市）
　9:00～ 文化センター出発

生

問

◆母子健康手帳交付
　8:30～12:00 健康福祉課

健

健

健

健健

健

社協

健

健

健

健

健

ご み の 減 量 化 に  ご 協 力 く だ さ い 。


